
 
 
 

市民のくらしを守り住みよい昭島をつくる具体的政策 

１、コロナウィルスから市民のいのちを守ります＜緊急重要政策＞ 

１）ＰＣＲ検査の体制をすみやかに拡充します。 

 

 
 

 

２）昭島市に保健所を設置すること、都立病院・公社病院については独立行政法人化ではなく強化・

充実させることを求めます。 

 



 

 

 

３） 横田基地内の感染状況の情報開示を求め、基地関係者の感染防止対策の強化を求めます。 

 

２、市民のくらしと人権を守る市政を実現します 

１） 子どもたちの学びと育ち、豊かな学校生活を保障します。 

 

 

 

 

 
 
 
 

２） 子どもの人権を守り、安心できる子育てを支援し、貧困をなくすために努めます 

 

① 子ども権利条例を制定します。 

② 保育園、学童保育の待機児童を解消します。 

・安全で安心して預けられる認可保育園の増設を目指します。 

・障がい児の学童保育をつくります。 

・保育士、学童保育指導員などの労働条件を改善します。 

③ ひとり親家庭への支援を進めます。 

                      



パート、派遣などの非正規労働者が増え、ひとり親家庭、特に母子家庭の貧困が深刻です。 

・シングルマザー・ファザーへの相談体制を拡充し、〈孤育て〉を防ぐ取り組みを進めます。 

・シングルマザー・ファザーへの就労支援を行います。 

・子どもの進学などでの格差が生じないように教育や経済面での支援を進めます。 

④ 子どもが自由に遊べる広場や、ジャブジャブ池・プレイパークなど特色ある公園を、整備・充実
します。 

⑤ 緊急の貧困対策として、子ども食堂・フードバンクなどの取り組みで市民との協働を進め、国や
東京都の制度や補助金も活用して支援します。 

⑥ 就学援助制度を拡充します。 

⑦  

⑧ 児童館を増設、充実します。 

⑨ 子どもへの虐待やネグレクトが増えています。子どものいのちと人権を守るために、市のこども
家庭支援センターを強化します。東京都に児童相談所の増設を求めます。 

 

３）市民の福祉の充実、くらしと人権を守る市政を進めます 

〈コロナ禍〉で自己責任論が強調され、弱い立場の人々に様々なしわ寄せがきています。自助や

共助の名のもとに、社会福祉政策が後退することのないよう、公的責任を果たします。 

① 国民健康保険税の負担を軽減します。 

昭島市の国民健康保険税の負担は三多摩の中でも高い状況です。全国知事会でも国に財

政補填(１兆円投入)を要求しています。 

・国に国民健康保険税の負担軽減を求めるともに、市としての独自の軽減に努めます。 

② 障がい者が住みやすい街にします。 

・障がい者が地域で生活できる場を充実します。 

・障がい者教育や雇用の充実につとめます。 

・道路や市の施設をバリアフリーの観点から調査し、障がい者が安全・安心して利用できるよう

に整備します。 

・駅にホームドアを設置することと、市内各駅が早朝に無人化しないようにすることを、鉄道事

業者に要望します。 

③ 「昭島市ジェンダー平等都市宣言」を行い、女性の地位の向上に努め、ジェンダーバランス・ワ
ークライフバランスに配慮した市政運営に努めます。 

④ 高齢者支援の取り組みを充実します。 

独居、老々介護が増えている中で、高齢者の税負担などが重くなっています。 

・後期高齢者医療保険料の負担軽減を求めていきます。 

・高齢者世帯へのエアコン設置のための助成をします。 

・保健師などによる健康相談、訪問相談を拡充します。 

・介護・医療・福祉の地域包括ケアを進めます。 

・特別養護老人ホームの増設・充実を進めます。 

・補聴器購入の助成を行います。 

・介護職員の労働条件について実態調査をし、国と東京都に改善を求めます。 

⑤ 生活保護世帯への支援体制を充実します。 

⑥ 働く人達を応援します。 

                      



・ブラックな働き方をただすため、市の相談体制を充実し、労働基準監督署の機能強化を求め

ます。 

・公契約条例を制定し、市の事業における適正な労働条件を確保するとともに、最低賃金の

引き上げを促進します。 

⑦ 思想信条・性別・障がい・国籍などあらゆる差別を許さず、ジェンダー平等社会を進めます。 

・ヘイトスピーチ禁止条例を制定します。 

・性差別・性暴力をなくし、多様な個人を尊重するため、小中学校での性教育や、性的少数者

（LGBTQ）を理解しその人権を擁護する活動を推進します。 

・配偶者や家族からの暴力(DV)・デートＤＶなどの被害をなくすため、予防・啓発活動を推進し、

相談しやすい体制を整え、「一時保護施設」を設置します。 

・性暴力被害者支援ワンストップセンターを設置します。女性支援団体等の協力を得て、伴走

支援を行います。 

・同性カップルをはじめ、多様性を認める「パートナーシップ制度」を導入します。 

・性同一性障害・性別違和感などで悩む子どもと保護者の相談・支援の窓口を設置します。 

    

４） 住みよい街・住んでみたくなる街、賑わいのある街づくりを市民主体で進めます 

 中小・零細企業、商店

街の発展と活性化のための施策を進めます。 

 

 

 

 



 

 

 昭島の緑と都市農業を守ります。
・昭島産ブランドの新鮮な野菜を市民に供給するため、農業後継者を支援し、生産緑地地区

に指定された

・農業が継続できなくなった農地については、市がその一部を買い取り、市民農園として活用し

ます。 

 

 

 

３、憲法・地方自治法に基づき、平和・民主主義・市民生活を守る市政を実現します 

 

１） 横田基地の問題で、国や米軍当局に言うべきことは言う市政に転換します。 



 

 

 

 

 

 

 

２） 憲法を活かし、核兵器廃絶を求め、非核平和都市昭島を実現します。 

 
 
 

３）市民に情報を公開し、開かれた市政にします。 

https://shiminrengo.com/archives/2565 


